
最
近
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
に
関
す

る
問
い
合
わ
せ
と
視
察
支
援
の
依
頼
が
デ
ン
マ
ー
ク

大
使
館
に
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
国
土
交
通
省
の

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
モ
デ
ル
事
業
の
公
募
や
、
内
閣
府

が
国
家
戦
略
特
区
制
度
を
活
用
し
、
２
０
３
０
年
ご

ろ
の
社
会
を
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
と
し
て
実
現
す
る
構

想
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
も
関
係
し
て
い
る
だ
ろ

う
。
デ
ン
マ
ー
ク
大
使
館
で
は
１０
月
に
駐
日
デ
ン
マ

ー
ク
大
使
と
し
て
、
ピ
ー
タ
ー
・
タ
ク
ソ
ー
・
イ
ェ

ン
セ
ン
が
赴
任
し
た
が
、
新
大
使
も
ス
マ
ー
ト
シ
テ

ィ
に
注
力
す
る
こ
と
を
主
要
テ
ー
マ
の
１
つ
と
し
て

掲
げ
て
い
る
。

デ
ン
マ
ー
ク
の
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

北
欧
デ
ン
マ
ー
ク
の
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
に
関
心
が

集
ま
っ
て
い
る
背
景
と
し
て
、
日
本
の
地
方
自
治
体

に
と
っ
て
理
想
的
な
モ
デ
ル
で
あ
る
こ
と
が
要
因
の

１
つ
で
あ
る
。
人
口
５
８
０
万
人
、
福
祉
国
家
と
し

て
社
会
保
障
制
度
が
充
実
、
２
０
５
０
年
に
脱
化
石

燃
料
の
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
軸
に
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
を
推
進
し
、

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
協
働
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど

新
た
な
産
業
が
発
展
し
て
い
る
こ
と
。
そ
し
て
、
何

よ
り
環
境
に
配
慮
し
た
循
環
型
経
済
モ
デ
ル
を
追
求

し
、
幸
福
度
の
高
い
国
で
あ
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
て

い
る
理
由
だ
ろ
う
。

ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
と
課
題
認
識

デ
ン
マ
ー
ク
の
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
が
目
指
す
と
こ

ろ
は
日
本
と
大
き
な
違
い
は
な
い
。
し
か
し
、
ス
マ

ー
ト
シ
テ
ィ
を
構
築
す
る
プ
ロ
セ
ス
に
異
な
る
取
り

組
み
が
見
ら
れ
る
。
デ
ン
マ
ー
ク
で
重
視
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
、
ビ
ジ
ョ
ン
の
設
定
で
あ
る
。
ス
マ
ー
ト

シ
テ
ィ
の
目
的
は
都
市
の
持
続
可
能
性
と
成
長
の
実

現
、
そ
し
て
市
民
の
幸
福
を
含
め
た
都
市
環
境
の
改

善
に
重
き
が
置
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
社
会
課
題

の
認
識
と
概
念
設
計
の
段
階
で
分
野
横
断
的
な
専
門

家
を
議
論
に
参
画
さ
せ
包
括
的（
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
）

な
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
。
例
え
ば
、
文
化

人
類
学
者
や
心
理
学
者
が
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
設
計

段
階
に
参
画
す
る
こ
と
で
、
人
間
中
心
の
理
念
を
組

み
込
ん
で
い
る
。
新
技
術
も
積
極
的
に
採
用
す
る
が
、

あ
く
ま
で
も
課
題
を
解
決
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
の
位

置
付
け
で
、
日
本
の
よ
う
に
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
の
技
術
が

前
面
に
出
る
こ
と
は
な
い
。

デ
ジ
タ
ル
化
と
デ
ー
タ
の
利
活
用

デ
ン
マ
ー
ク
は
２
０
１
４
年
か
ら
５
年
連
続
Ｅ
Ｕ

に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
化
ラ
ン
キ
ン
グ
で
１
位
に
な
る

な
ど
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
展
し
て
い
る
国
で
あ
る
。
そ

し
て
福
祉
国
家
と
い
う
こ
と
は
、
他
国
で
は
民
間
セ

中
島
健
祐

な
か
じ
ま

け
ん
す
け

デ
ン
マ
ー
ク
で
進
展
す
る
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

デ
ン
マ
ー
ク
大
使
館
投
資
部
部
門
長
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ク
タ
ー
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
地
方
自
治
体
な
ど

の
公
的
機
関
が
担
い
、
デ
ジ
タ
ル
化
で
都
市
の
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
が
公
的
セ
ク
タ
ー
に
集
約
さ
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
だ
。
す
で
に
主
要
都
市
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

はO
P
E
N
D
A
T
A
D
K

の
サ
イ
ト
に
統
合
し
公
開

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
環
境
を
利
用
し
、
デ
ン
マ
ー
ク

企
業
だ
け
で
な
く
海
外
企
業
が
デ
ン
マ
ー
ク
で
ス
マ

ー
ト
シ
テ
ィ
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
開
発
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
市
で
はC

openhagen

C
onnecting

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
市
内
に
敷
設
さ
れ

た
セ
ン
サ
ー
か
ら
収
集
さ
れ
る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
解

析
し
、
ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
管
理
、
廃
棄
物
管
理
、
大
気

汚
染
や
騒
音
の
検
知
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。

ち
な
み
に
自
転
車
Ｉ
Ｔ
Ｓ（
自
転
車
の
高
度
道

路
交
通
シ
ス
テ
ム
）プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
筆
者

が
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
市
に
村
田
製
作
所
と

A
vanti

R
&
D

社
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
案

し
、
今
年
１０
月
ま
で
実
証
実
験
が
行
わ
れ
て
い

た
。Ｐ

ｏ
Ｃ
と
社
会
実
装

Ｐ
ｏ
Ｃ（P

roof
of
C
oncept：

概
念
実
証
）

は
、
新
た
な
構
想
や
先
端
技
術
を
社
会
に
導
入

す
る
う
え
で
重
要
な
プ
ロ
セ
ス
だ
。
コ
ペ
ン
ハ

ー
ゲ
ン
で
は
ス
マ
ー
ト
都
市
照
明
の
研
究
開
発

と
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
社
会
実
装
を
進
め
る
べ

く
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
とL

ighting
M
etropolis

（
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
・
メ
ト
ロ
ポ
リ
ス
）の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
推
進
、
こ
の
分
野
で
世
界
的
な
ハ
ブ

と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
も
Ｄ
Ｏ
Ｌ
Ｌ

（D
enm
ark
O
utdoor

L
ighting

L
ab

）は
欧

州
最
大
の
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
照
明
実
証
の
場

で
あ
り
、
こ
こ
で
屋
外
照
明
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

が
駐
車
場
管
理
と
モ
ビ
リ
テ
ィ
、
廃
棄
物
管
理
、

ゴ
ミ
収
集
シ
ス
テ
ム
、
都
市
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
、

環
境
検
知
と
連
携
し
、
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
上
で
実
証
展
開
さ
れ
て
い
る
。
デ
ン
マ
ー
ク
を
含

め
欧
米
に
お
け
る
Ｐ
ｏ
Ｃ
の
特
徴
は
、
社
会
実
装
が

前
提
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
だ
。
最
終
的
に
サ
ー
ビ

ス
化
さ
れ
な
い
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
も
あ
る
が
、
シ
ナ

リ
オ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
と
ビ
ジ
ネ
ス
ケ
ー
ス
を
緻
密
に

行
う
こ
と
で
、
Ｐ
ｏ
Ｃ
の
失
敗
を
極
力
避
け
る
努
力

が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
日
本
に
も
参
考
に
な
る

取
り
組
み
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
と

社
会
シ
ス
テ
ム
に
含
ま
れ
た
思
想

最
近
は
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ（M

obility
as
a
Service

）が

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
そ
し
て
産
業
構
造

に
変
革
を
も
た
ら
す
意
味
で
注
目
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
は
あ
く
ま
で
も
移
動
に
特
化
し
た

Ｘ
ａ
ａ
Ｓ（X

as
a
Service

）で
あ
り
、
そ
の
先
に

は
都
市
全
体
を
包
含
し
たC

ity
as
a
Service

や

E
verything

as
a
Service

と
い
う
形
態
に
発
展

し
て
い
く
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
場
合
重
要
な
こ
と

はC
ity
as
a
Service

を
標
榜
す
る
と
、
そ
こ
に
社

会
福
祉（
デ
ン
マ
ー
ク
で
はSocial

W
elfare

）の
理

念
が
組
み
込
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

だ
。
企
業
に
と
っ
て
収
益
に
貢
献
し
な
い
サ
ー
ビ
ス

で
あ
っ
て
も
、
提
供
す
る
義
務
が
生
じ
る
か
も
し
れ

な
い
。
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
展
し
て
い
る
福
祉
国
家
の

デ
ン
マ
ー
ク
は
そ
の
意
味
で
次
世
代
型
ス
マ
ー
ト
シ

テ
ィ
、
Ｃ
ａ
ａ
Ｓ（C

ity
as
a
Service

）の
先
行
モ

デ
ル
で
も
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

デンマーク版スマートシティ

同左

都市全体の効率性実現とグリーン成長の同時
達成を目指す

エネルギー、交通、水、農業、医療、福祉、
教育にわたりIT融合が進展しつつあり、持続
的成長（グリーン成長）と市民の幸福度が関連
している（全体最適型）

市民が主役（人間中心のアプローチ）

政府、自治体、大学、研究機関、企業、市民、
デザイナー、文化人類学者（ホリステック：
包括的）

ビッグデータ、センシング、IoT、社会シス
テムデザイン

PoCを通じて社会実装されるソリューショ
ンが出始めている

一般的なスマートシティ

電力、交通、建物、行政サービスなどの
インフラをICTを活用することで効率化、
環境配慮型都市を構築し、持続的成長を
実現する概念

都市の持続的成長＋社会インフラ分野で
の産業、技術の発展、都市環境の改善

主にエネルギー、交通分野における効率
化を実現する部分最適型となっている

産業、技術を中心とした関係機関が推進

自治体、電力会社、ITサービス企業、ゼ
ネコン、ハウスメーカー

IoT、５G、ビッグデータ、人工知能、
ロボット、自動運転

PoCを通じて投資モデル、ビジネスモ
デルを模索中

理念

目的

現状

推進者

主な
参画者

技術

ビジネス
モデル

図表 スマートシティの理念、目的、現状（デンマーク型と一般型との比較）

都市のデジタルトランスフォーメーション
―スマートシティの現状と展望
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